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シ
ー
ズ
ン
初
期
や
融
雪
時
期
（
3

月
後
半
～
4
月
）
は
、
降
雪
が
あ
っ

て
も
除
雪
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
ま
た
、
通
勤
・
通
学
時
間
や
交
通
量
の

多
い
時
間
帯
を
ず
ら
し
て
除
雪
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
な
お
、
連
続
し
た
降
雪

の
場
合
、
除
雪
作
業
後
の
降
雪
で
除
雪
し

て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。 雪

が
積
も
っ
て
い
る
け

ど
、
除
雪
は
ま
だ
で
す

か
？

Ｑ３Ａ
　

朝
方
や
日
中
に
集
中
し
た
降
雪
が
あ
り
、
午
前
７
時
ま
で
に
作
業
を

終
え
て
い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

　
交
通
状
況
等
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
翌
日
の
除
雪
に
持
ち

越
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
除
雪
を
し
た
後
に
大
量
に
雪
が
降
る
と
、
除
雪

し
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

朝
や
昼
間
、
道
路
に
雪
が
積
も
っ
て
い
る
の

に
、
除
雪
し
な
い
時
が
あ
る
の
は
な
ぜ
？

Ｑ２Ａ
　

令
和
５
年
度
～
令
和
９
年
度
末
ま

で
５
年
間
の
長
期
契
約
を
締
結
し
て

い
ま
す

　
詳
し
く
は
、
下
記
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

除
雪
業
者
は
ど
こ
で
す

か
？

Ｑ４Ａ

除雪Ｑ Ａ＆

ブロック 委託業者

野尻 （有）信越商会他５社道路除雪業務 JV

柏原 （株）横川工業他５社道路除雪業務共同企業体

古間・富濃 三谷組他共同企業体

富士里 （株）タケウチ・（有）松澤除雪業務共同企業体

令和５年度～令和９年度の町道除雪委託業者

　

10
～
15
㎝
以
上
の
積
雪
で
車
両
走
行
に
支
障
が
生
じ
、
か
つ
更
に
降
雪
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
出
動
し
ま
す

　
車
道
の
除
雪
出
動
は
、
積
雪
10
～
15
㎝
以
上
、
歩
道
の
除
雪
出
動
は
、
お
お
む
ね
15
㎝

以
上
で
、
な
お
か
つ
気
象
情
報
等
か
ら
更
に
降
雪
が
予
想
さ
れ
る
場
合
出
動
し
ま
す
。
な

お
、
降
雪
が
な
く
と
も
、
強
風
に
よ
る
雪せ
っ
ぴ庇

や
降
雨
に
よ
り
路
面
状
況
が
悪
く
な
っ
た
場

合
は
出
動
す
る
も
の
と
し
、
い
ず
れ
も
委
託
業
者
が
自
発
的
に
出
動
し
ま
す
。
た
だ
し
、

路
面
状
況
や
そ
の
後
の
天
気
予
報
等
に
よ
っ
て
は
、
10
㎝
に
満
た
な
く
て
も
出
動
す
る
場

合
や
、
逆
に
気
象
状
況
に
よ
り
出
動
を
見
送
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
時
に
除
雪
を
す
る
の
？

Ｑ１Ａ

【除雪に関するお問い合わせは各道路管理者へ】
◎ 国管理道路：長野国道事務所　  ☎ ( ２５１）１９０４
◎ 県管理道路：長野建設事務所　  ☎ ( ２３４）９５４１
◎ 町管理道路：建設水道課建設係  ☎ ( ２５５）５９２２
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玄
関
前
・
車
庫
前
の
雪
は
各
家
庭
で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す

　
交
通
確
保
の
た
め
の
除
雪
作
業
で
す
。
除
雪
車
の
機
械
的
な
構
造
や
限
ら
れ
た
人
員
・

時
間
・
予
算
の
中
で
除
雪
作
業
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
道
路
脇
に
雪
を
数
十
㎝
程
度
寄
せ

て
し
ま
い
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

玄
関
前
・
車
庫
前
の
雪
の
処
理
は

し
て
く
れ
な
い
の
？

Ｑ５Ａ
　

道
路
の
状
態
や
天
候
に
よ
り
除
雪
作
業
の
時
間
も
変
わ
る
た
め
、
各
家
庭
の

雪
か
き
状
況
に
合
わ
せ
た
除
雪
作
業
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い

雪
か
き
し
た
後
に
家
の
前
に
雪
を
置
い
て
い

か
れ
た
が
？

Ｑ６Ａ
　

個
別
の
要
望
に
対
応
す
る
と
作
業
時
間
に
遅
れ
が
出
る
た
め
、
応
じ
て
い
ま

せ
ん　

　
除
雪
車
の
近
く
は
運
転
席
か
ら
死
角
が
あ
り
大
変
危
険
で
す
。
巻
き
込
ま
れ
た
り
す
る

事
故
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
除
雪
車
の
前
に
出
て
合
図
を
し
た
り
、
後
ろ
を
追
い
か
け
た
り

す
る
行
為
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

運
転
手
に
合
図
し
た
け
ど
、
行
っ
て
し
ま
っ

た
が
？

Ｑ７Ａ

道
路
に
吹
き
溜だ

ま
り
や
轍

わ
だ
ち

が
あ
り
危
険
な
の

で
、
除
雪
し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
？

Ｑ9Ａ

除雪 ＱＱ Ａ＆

　

北
信
五
岳
道
路
な
ど
限
定
し
た
路
線
の
み
実
施
し
て
い
ま
す　

　
交
通
状
況
等
安
全
を
最
優
先
に
考
え
、
限
ら
れ
た
予
算
の
た
め
、
凍
結
防
止
剤

（
塩
カ
ル
）
散
布
は
限
定
し
た
路
線
の
み
実
施
し
て
い
ま
す
。
冬
タ
イ
ヤ
全
輪
装

着
の
う
え
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
が
凍
結
し
て
危
な
い
の
で
、
凍
結
防
止
剤

（
塩
カ
ル
）
を
散
布
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
？

Ｑ10Ａ
　

所
有
者
の
責
任
に
お
い
て
対
応
し
て
く
だ
さ
い

　
空
き
家
等
の
屋
根
の
雪
下
ろ
し
が
さ
れ
な
い
た
め
に
、
落
雪
に
よ
る
通
行
人

や
車
両
・
隣
家
に
対
す
る
危
険
を
指
摘
さ
れ
る
箇
所
が
毎
年
見
ら
れ
ま
す
。
所

有
す
る
建
物
が
原
因
で
被
害
を
与
え
た
場
合
は
、
所
有
者
や
管
理
者
が
そ
の
責

任
を
負
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま

す
。 屋

根
の
雪
が
道
路
に
落
ち
そ
う
で

危
な
い
の
で
す
が
？

Ｑ11Ａ

　

原
則
と
し
て
、
平
日
は
午
前
７
時
を
め
ど
に
作

業
終
了
と
な
る
よ
う
努
め
ま
す

除
雪
は
い
つ
ま
で
に
す
る
の
？

Ｑ8Ａ

　

建
設
水
道
課
へ
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す

　
町
で
は
日
々
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
適
切
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で

町
内
全
域
を
確
認
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
の
が
実
情
で
す
。
吹
き
溜だ

ま
り
等

交
通
に
支
障
が
あ
る
場
合
は
、
受
発
注
者
に
お
い
て
適
宜
現
地
確
認
を
行
い
、
対

応
し
ま
す
。
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支援金 価格高騰特別対策支援金が支給されます
住民税所得割非課税世帯等の皆さまへ

　令和５年度住民税所得割非課税世帯及び予期せず家計急変のあった世帯を支援するため、長野県と信濃町で独自
に支援金を支給します。
　住民税非課税世帯等への国の給付金（１世帯あたり３万円）の対象世帯には支給されません。

■支給額　　１世帯あたり２万円
■申請期限　住民税所得割非課税世帯　　　　令和５年 12 月 15 日（金）
　　　　　　予期せず家計急変のあった世帯　令和６年２月 29 日（木）　　※どちらも当日消印有効
■対象世帯、申請方法　　※いずれも住民税所得割が課税されている方の扶養親族のみの世帯は除きます。

対象世帯 申請方法

令和５年度住民税所得割非課税世帯
令和５年６月１日時点で信濃町に住民票がある世帯

令和５年11月１日、対象と思われる世帯に「確認書」を送
付しています。必要事項を記入の上、関係書類と併せて令
和５年12 月15 日までに必ず返信してください。

予期せず家計急変のあった世帯
令和５年１月から12 月の間に家計が急変し世帯全
員が住民税所得割非課税相当となった世帯

申請により給付金が支給されます。申請を希望する場合は、
令和６年２月 29 日までに福祉・介護保険係までご相談く
ださい。

問住民福祉課 福祉・介護保険係 ☎（２５５）１１７９

給付金 特別給付金が支給されます
子育て世帯の皆さまへ

　令和５年度の住民税所得割が非課税または予期せず家計急変のあった子育て世帯を支援するため、長野県と信濃
町で給付金を支給します。
　国の令和５年度低所得の子育て世帯生活支援特別給付金（5 万円）をすでに受けた世帯には支給されません。

■支給額　児童１人あたり 3 万円

■申請期間　予期せず家計急変のあった世帯　令和 5 年 12 月 15 日～令和６年２月 29 日（予定）
■対象世帯、申請方法

対象世帯 申請方法

令和５年度住民税所得割非課税世帯 申請は不要です。福祉・介護保険係において、資格要件を
確認し、支給します。

予期せず家計急変のあった世帯
令和５年１月から12 月の間に家計が急変し世帯全
員が住民税所得割非課税相当となった世帯

申請により給付金が支給されます。申請を希望する場合は、
福祉・介護保険係までご相談ください。

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town Information



・開催日　毎月第 3 水曜日
・時間　　午後 4 時 00 分～午後 7 時 00 分
・場所　　長野県アンテナショップ
　　　　   銀座ＮＡＧＡＮＯ（東京都中央区）

○都内移住相談会も毎月開催中

問総務課 まちづくり企画係 ☎（２５５）１００７

問税務会計課 税務係☎（２５５）５９２１

SHINANO  2023.12.15

　信濃町への移住を検討されている方や、既に移住された方を対象にした移住定住相談会を定期的に開催してい
ます。移住してみての疑問や心配ごとの相談、新たな出会いなどをご提供できればと考えています。小さなこと
でも「こんなこと…」などと思わず、ご相談ください。定住されている方も大歓迎ですので、お気軽にお出かけ
ください。

■日時　　12 月 8 日（金）
　　　　　午前 10 時 00 分～午後 4 時 00 分
■場所　　黒姫駅前 モトホンヤ（信濃町柏原 2711-3-1）
■参加費　無料

相談 移住定住相談会を毎月第２金曜日に開催しています
お知り合いの移住者さんがいらっしゃいましたら、お声がけください

申告 償却資産の申告をお願いします
変更がない場合も申告が必要です

　毎年 1 月 1 日現在、事業用（農業・飲食業・建設業・不動産業など）で所有している償却資産の申告が必要です。
対象の方には、12 月上旬に償却資産申告書を送付しますので、早めの申告をお願いします。
　対象となる資産の課税標準額の合計が町で定める基準に満たない方には、申告書の送付を省略しておりますが、
前年度の資産の所有状況に変更がある場合は、申告書を郵送しますので税務係へご連絡ください。

○申告が必要な資産
　会社や個人が事業のために所有して
いる資産のことで、機械・装置・船舶・工
具・備品などがあります。

例 �農機具、厨房設備、応接セット、大型
特殊自動車　など

　 ※�軽自動車・自動車税として課税さ
れている車両は対象外です。

　 ※�確定申告の青色決算書、収支内訳
書の減価償却資産と同一の資産
が原則申告対象となります。

■申告が必要な方
　・町内に事業用の償却資産を所有されている個人や法人
　・償却資産を他の事業者へ貸し付けている方

■提出書類
　・償却資産申告書（償却資産課税台帳）
　・種類別明細書（増加資産・全資産用／減少資産用／一覧表）
　　※�前年度の所有状況と変更がない場合は、償却資産申告書のみ

ご提出ください。

■提出期限
　令和 6 年 1 月 31 日（水）

※�昨年度申告された方で申告書類が届いていない方や、新たに申告
される方は、インターネット（eLTAX）もしくは町ホームページ
より様式をダウンロードして提出をお願いします。

１2 町からのお知らせDec12 町からのお知らせDec



国税庁ホームページ内、確定申告書等作成コー
ナーで収支内訳書の入力及び出力が可能です。

○パソコンで書類の作成ができます

問税務会計課 税務係☎（２５５）５９２１

問税務会計課 税務係☎（２５５）５９２１

問住民福祉課 福祉・介護保険係 ☎（２５５）１１７９
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e-Taxに関するお問い合わせはこちらから

税金

税金

人権

確定申告用収支内訳書の事前提出をお願いします

確定申告は、電子申告（e-Tax）をご利用ください

12 月 4 日から 12 月 10 日は、第 75 回人権週間です

個人事業主の方が対象です

自宅から申告できます

人権について考えてみましょう

　確定申告用の収支内訳書（一般・農業・不動産）配布コーナーを役場税務係窓口に設置しますので、必要に応じて
取りに来ていただき期日までに提出をお願いします。
　※昨年事業所得の申告をされた個人事業主の方は、お知らせを送付します。

■設置開始日　令和 5 年 12 月中旬頃
■場所　　　　税務会計課
■提出期限　　令和 6 年１月 19 日（金）

　ご自宅などからマイナンバーカードを利用してパソコンやスマートフォンでの電子申告（e-Tax）が可能です。
　国税庁のホームページ「確定申告書等作成コーナー」を利用すれば、マイナンバーカードと IC カードリーダライ
タまたはマイナンバーカード対応のスマートフォンを利用して、e-Tax で申告書を提出できます。
　※ IC カードリーダがない方は税務係へご相談ください。

　世界人権宣言が採択された翌年の昭和 24 年 12 月に法務省と全国人権擁護委員連合会が同宣言の採択を記念し
て、毎年 12 月 4 日から 12 月 10 日を「人権週間」として定めています。人権週間に合わせて、信濃町では、人権擁
護委員による心配ごと相談所を開設しますのでご利用ください。

■日時　12 月 6 日（水）　午前９時 00 分～午後３時 00 分
■場所　信濃町総合会館

○電子申告をするメリット
☑ 自宅からネットで申告

☑ 添付書類の提示・提出省略

☑ 所得税の還付がスピーディー

☑ 24 時間受付

■インターネット

　国税庁　電子申告

■電話
　0570-01-5901（e-Tax 作成コーナーヘルプデスク）
　※受付　月曜～金曜（祝日等及び 12 月 30 日～１月３日除く）

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town Information



詳しくはこちらから

総務省　森林環境税
及び森林環境譲与税

SHINANO  2023.12.17

■森林環境税とは
　森林環境税は、令和６年度から国内に住所を有する個人に対して課税される国税です。個人住民税均等割の枠
組みを用いて一人あたり年額 1,000 円を市町村が賦課徴収することとされています。その税収の全額が、国によっ
て森林環境譲与税として、都道府県・市区町村へ譲与される仕組みとなっています。

■令和6年度以降の個人住民税均等割及び森林環境税の税額
　東日本大震災復興基本法に基づいて臨時的に年額 1,000 円（県民税 500 円・町民税 500 円）が賦課徴収され
ていたものが令和 5 年度をもって終了し、令和 6 年度から新たに森林環境税が賦課徴収されます。徴収される税
額は変更ありません。

■森林環境税の使い道
　森林環境税は、法律に定められた範囲内で、市町村の判断により幅広い事業に活用できることとなっています。
町では森林整備計画に基づき、次の事業を実施します。
　①森林整備の促進
　②森林整備を担う人材の育成及び確保
　③木材利用の促進
　④森林の有する公益的機能に関する普及啓発

○森林経営管理意向調査の実施
○松食い虫・ナラ枯れ等の害虫対策
○公共施設等の害虫対策
○公共施設等の木質空間の整備
○林道の整備
○支障木の伐倒作業
○�防災および人材育成を目的とした森林

整備、植栽

具体的な活用事例

税金 森林環境税の課税が開始されます
令和 6 年度から

・個人住民税均等割税額表

令和 5 年度まで 令和 6 年度以降

森林環境税（国税） － 1,000 円

個人住民税均等割（県民税） 2,000 円 1,500 円

個人住民税均等割（町民税） 3,500 円 3,000 円

計 5,500 円 5,500 円

【お問い合わせ】
○ 森林環境税について
　 税務会計課 税務係  ☎ ( ２５５）５９２１
○ 森林環境税の使途について
　 産業観光課 農林畜産係  ☎ ( ２５５）３１１３

１2 町からのお知らせDec12 町からのお知らせDec



除雪機による事故を防ぐ4つのポイント！

　デッドマンクラッチ機構（手を離すと除雪機が止まる安全装置）を固定し、除雪機に巻き込まれる
事故が多発しています。デッドマンクラッチ機構を固定すると転倒等した際でも除雪機が停止しないた
め巻き込まれ最悪の場合、死亡事故につながります。デッドマンクラッチ機構等の安全装置は無効化せ
ず正しく使用しましょう。

出典：除雪機安全協議会 歩行型除雪機の安全啓発チラシ

㊟
問総務課 庶務係 ☎（２５５）３１４３

問住民福祉課 環境係 ☎（２５５）５９２４
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除雪 除雪機を安全に使い事故を防ぎましょう
大雪に備えましょう

　雪による死亡事故の多くは除雪中の事故によるものです。除雪中の事故は、自宅など建物の雪下ろしや雪かき等
の作業中に発生しており、中でも高齢者の比率が高いことが特徴です。除雪中の事故の危険を理解し、安全な対策
を講じることが事故を防ぎます。今回は、特に多く発生している除雪機による事故についてお知らせします。

環境 減らそう、食品ロス
もったいない

　せっかく買った食材や宴会などの食べ残しを食べないまま捨てていませんか。食べられるのに捨てられる食品
ロスが日本では多く発生しています。大切な食べ物を無駄なく消費するために以下の取り組みにご協力ください。

○食品ロスを減らす取り組み

食品を買うときに、商品棚の手
前に置かれている商品を選ぶこ
とや、残っている食材から使用
して食べることで、消費期限・賞
味期限が近い商品から消費し食
品ロスの発生を抑えることにつ
ながります。

消費・賞味期限の近いものから

フードドライブ活動は家庭で保
存している使う予定のない缶詰
などを持ち寄って災害のあった
地域や社会福祉施設などに寄付
する取り組みです。募集期間が
決まっていますが、この機会に
フードドライブ活動にご協力く
ださい。

フードドライブ活動の活用

家庭ごみから出る食品ロスで一
番割合が多いのが野菜などの調
理くずです。にんじんの皮など
捨てられがちなものには栄養価
が多く含まれているものもあり
ます。また、捨てられがちな可
食部を利用したレシピを掲載し
ているウェブサイトなどを活用
し美味しくいただきましょう。

調理くずの可食部を増やす！

Town Information
信濃町役場 ☎ 255-3111　www.town.shinano.lg.jp

Town Information
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こ こ ろ の ね っ こ は、日 々、園 児 と 一 緒 に 生 活 し て い る 先 生 が、保

育 園 で の 出 来 事 を 地 域 の 皆 さ ん に お 伝 え す る コ ー ナ ー で す。

　秋の園庭は宝の山です。園庭にそびえるイチョウの木から黄色く染まった葉っぱがはらはらと落ちる頃になりました。

　柏原保育園の０、１歳児クラスでは、園庭に落ちているイチョウの葉っぱをかき集めて「それっ！」と宙を舞う様子を楽しん

だり、保育士に拾った葉っぱを見せてくれたりと思い思いに冬の訪れを楽しんでいます。また、幼児組のお兄さんお姉さんと

の交流も増え、戸外で一緒に遊ぶ姿も見られるようになりました。

　園庭で出会った色づいた葉っぱや枯れ葉や木の実、そのそれぞれの色、形、大きさ、感触。「なんできいろなの？」「この

葉っぱ、さっきの葉っぱと形がちがうね」などと子どもたちなりの疑問を抱き始めたようです。自然が生み出す素材の美し

さや不思議さに、心を動かしながら豊かな感じ方をしているさくらんぼ組のお友だちです。

＼葉っぱを集めて…それ！／
＼葉っぱを集めて…それ！／

／ 他と違う ＼／ 他と違う ＼

はっぱを発見！はっぱを発見！

＼お兄さんお姉さんとシーソーゆらゆら♪／
＼お兄さんお姉さんとシーソーゆらゆら♪／

＼＼
みて！はっぱ！みて！はっぱ！

／／

／ たくさん ＼／ たくさん ＼
集めてみたよ♪集めてみたよ♪ ／ ケーキの上に枯葉をパラパラ ＼／ ケーキの上に枯葉をパラパラ ＼

枯葉だって素敵なごちそうに早変わり♪枯葉だって素敵なごちそうに早変わり♪

　今回は、上下水道料金の冬期間の暫定請求についてお知らせします。信濃町では、
冬期間 (12 月～４月 ) は積雪により水道メーターの検針を行うことができないため、
認定使用量（前年冬期間の平均使用水量のことをいいます。前年度実績がない方は現
在までの使用実績の平均が暫定使用水量となります。）により料金の請求を行います。
　12 月上旬に、冬期認定通知書を各戸に送付します。内容をご確認いただき、認定
使用量（料金）の変更をご希望される方は、上下水道係までご連絡をお願いします。来
年５月から検針を再開し、認定料金が精算となります。■冬期認定通知書イメージ

冬期間は検針を行
わないので漏水に
は充分注意してほ
しいホ。

テーマ：冬期間の暫定請求
について

①のように、不凍栓を中途半端に閉めたことが原因の
漏水が、毎年多数見られます。不凍栓は②「全開」、ま
たは③「全閉」状態にしないと、水抜き穴から水道水が
漏れてしまいますので、十分ご注意ください。

①中途半端に閉まっている
○×

不凍栓

水抜き穴から漏水

管内の水が抜けます

・・・ 水の動き

②全開 ③全閉

■不凍栓からの漏水について



問総務課 庶務係 ☎（２５５）３１４３

問建設水道課 建設係 ☎（２５５）５９２２

問総務課 庶務係 ☎（２５５）３１４３
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　11月19 日、黒姫童話館で、「パキスタン遠征隊による報告会」
が開催されました。
　この遠征隊は、標高約 5,000m のカラコラム山脈をソリを引い
て150 ㎞以上移動しながら周りの山をスキー、スノーボードで滑
るというプロジェクトチームです。町内在住者の小

こ に し
西隆

たかふみ
文さんは、

このプロジェクトのメンバーとして、遠征に参加されました。
　報告会では、遠征先での出来事や山を滑走した感想をお話しく
ださいました。

　11 月 6 日、野尻除雪ステーションで国道除雪出動式が
行われ、長野国道事務所の担当者や除雪作業を行う事業者
が参加しました。
　式では、野尻湖で汲

く
んだ水

を除雪用車両のタイヤにか
け、安全を祈願しました。

　11 月 5 日、柏原地区で山林火災を想定した消防団による中継送水訓
練「総合演習」が行われました。
　中継送水訓練は、水利がない場所での火災を想定し、町の消防団全分
団が協力し消火活動を行う訓練です。全長約 1.5 ㎞程の距離を小型ポ
ンプ積載車やポンプ車を連結し素早く送水することができ、日頃の消
防団活動の成果を感じました。
　これからの時期は、火の取扱いが増え、火災が起きやすい季節です。
火の元には充分注意しましょう。

＼カラコラム山脈を滑走／

最高の斜面、雪を求めて

＼冬の安全な交通確保に向けて／

除雪車の出動式が行われました

＼火の取扱いに注意しましょう／

山林火災を想定した消火訓練を行いました

まちの話題　Town Topicsまちの話題　Town Topics



問総務課 まちづくり企画係 ☎（２５５）１００７

問産業観光課 農林畜産係 ☎（２５５）３１１３
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　11 月 16 日、富士里保育園の園児が白ネギの収穫体験をしま
した。
　信濃町では、転作田を活用して白ネギの実証実験を行っていま
す。秋晴の中、園児は、楽しく白ネギを抜取りました。

○こんな意見がありました

　長期振興計画後期基本計画策定のため、10 月 31 日
と 11 月１日の２日間、信濃町役場で「町長と若者の会
議」を開催しました。
　７月に行われた第１回の会議に続いて、長期振興計画
の基本目標「協力の輪が広がり、お互いに支え合うまち」

「地域資源を活用した産業があるまち」をテーマに、10
代から 70 代の計 32 名が参加し、将来のまちづくりに
ついてワークショップ形式でご意見をお聴きしました。

＼信濃町は、白ネギの実証実験を行っています／

おいしい白ネギを収穫しました

＼ 2 回目の開催／

町長と若者の会議を開催しました

　これまでの会議でお聴きした幅広い意見を、今後の計
画策定に活かしていきます。
　また、12 月末まで役場ロビーにて、ワークショップ
で出された意見をまとめて置いていますのでご覧くださ
い。

「協力の輪が広がり、お互いに支え合うまち」について
　小さな町だからこそ地域のコミュニティが大切で、お互
い様の気持ちで支え合って生活していることが魅力

「地域資源を活用した産業があるまち」について
　環境に配慮した生活を送ることで自然が守られ、地域産
業を維持することができる

まちの話題　⓬ Town Topics
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　11 月 1 日、富士里保育園と古間保育園でキジの放
鳥を行いました。
　この放鳥は、平成 29 年度から県内を４ブロックに
分け、順次実施されています。
　園児たちは、猟友会の協力により放鳥されるキジを
間近で見たり、触ったりしました。初めての貴重な体
験に笑顔があふれました。

　11 月 19 日、小林一茶の菩提寺、明専寺で 197 回忌
の法要が営まれました。一茶記念館では、一茶忌全国
俳句大会の表彰式が行われました。
　このほか、柏原体育館前では恒例となった新そば会
が行われ、たくさんの方々が風味豊かな信濃町の新そ
ばを味わいました。
　また、俳句大会に先立って、一茶に関する多くの資料
を一茶記念館に寄贈いただいた福

ふ く ち
地桂

け い の す け
之助さんへの感

謝状贈呈式も行われました。

佐藤教育長 福地桂之助さん 鈴木町長

　10 月 27 日から 10 日間、韓国和
ファスン

順郡で 2023 森林
セラピー世界大会が開催され、信濃町と和順郡は、森林
セラピーの技術的協力について覚書を交わしました。
今後、両郡町の交流が始まりますが、森林活用がより活
発になるようすすめていきます。
　世界大会には中国、米国、フィンランド、ベルギーな
ど各国から森林セラピストが集まり、人の健康に森が
与える効果について先進的な取り組みが紹介されまし
た。実地体験では、信濃町癒しの森 R のトレーナーが、
数回にわたりデモンストレーションを行い、各国セラ
ピストから様々な質問が寄せられ、森林セラピーに関
して各国の関心が高く驚いています。信濃町の質の高
い森林セラピーを外国からの来訪者も含め多くの方に
体験してほしいと願っています。

初めてのキジさん

一茶忌全国俳句大会開催

韓国和
ファスン
順郡と覚書を交わしました
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　11 月 4 日、黒姫ライジングサンホテルで、開業 51
周年を記念した感謝祭が開催されました。
　会場では、信濃小中学校吹奏楽部の演奏や、ワーク
ショップなど様々なイベントが行われました。

　10 月 27 日、ひだまりセンターの皆さんと古間保育
園の園児による交流会でチューリップの球根植えが行
われました。
　この事業は、信濃電気製錬（株）様から、障がい者福
祉の充実を目的に寄付をいただき実施しているもので
す。

　ウェイクボードで全日本選手権に出場した池
い け だ

田望
の ぞ み

珠
さん（信濃小中学校 9 年生）が町を表敬訪問しました。
　池田さんは、11 月３日～５日に大分県中津市で開
催された全日本選手権に出場し、GrowGirls クラス（年
齢別）で優勝、SuperWomen クラス（レベル別）で 3
位の成績を収められました。池田さんは、この結果を
受けて、プロ資格を取得しています。今後の更なる活
躍を応援しています。

　10 月19 日、「地域の方との学校づくりを考える会 in
信濃小中学校」が開催されました。
　当日は、公開授業、講師を招いた教育講演会、学校関
係者と地域関係者による分科会が行われました。
　分科会では、班ごとにテーマを決め、8 年生の基調提
案のあと、生徒・先生と地域関係者により様々な意見交
換がされました。

51周年を記念して

球根を植えました

全日本選手権で大活躍

学校づくりを考える日
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せ
ず
、
次
の
行
動
を
見
届
け
る

　
昨
日
で
き
て
い
た
こ
と
で
も
、
今
日
ま
た
で
き
て

い
た
ら
繰
り
返
し
何
度
も
ほ
め
て
い
い
の
で
す
。

「
ほ
め
る
」
と
「
し
か
る
」
の
バ
ラ
ン
ス

　
た
だ
、
何
で
も
ほ
め
れ
ば
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
他
人
に

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
や
自
分
の
身
に
危
険
に
な
る
こ
と
は
き
ち
ん
と

伝
え
ま
し
ょ
う
。

①
子
ど
も
の
し
た
「
行
動
」
を
し
か
る

　「
お
前
は
悪
い
子
だ
」「
だ
め
で
し
ょ
う
！
」
な
ど
、
人
格
を
否
定

す
る
言
葉
は
使
わ
ず
、
間
違
っ
た
行
動
に
つ
い
て
し
か
り
ま
し
ょ
う
。

例
「
妹
の
お
も
ち
ゃ
を
と
る
の
は
や
め
よ
う
」

②
そ
の
場
で
、
短
い
言
葉
で
叱
る

　
感
情
的
に
な
っ
た
り
、
ダ
ラ
ダ
ラ
と
長
い
時
間
を
か
け
た
り
せ
ず
、

具
体
的
に
ど
の
行
動
が
間
違
っ
て
い
た
の
か
短
く
伝
え
ま
し
ょ
う
。

例
「
た
た
く
の
は
や
め
よ
う
」

③
ほ
か
の
子
と
比
較
し
て
し
か
ら
な
い

　
誰
か
と
比
べ
る
の
で
は
な
く
、
間
違
っ
た
行
動
を
し
た
時
の
気
持

ち
や
理
由
を
本
人
か
ら
聞
き
ま
す
。
本
人
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
た

上
で
、
そ
の
行
動
が
な
ぜ
よ
く
な
か
っ
た
の
か
理
由
を
伝
え
ま
す
。

例
「
遊
び
た
か
っ
た
の
は
わ
か
る
よ
」「
た
た
く
と
い
た
い
よ
ね
」

④
次
に
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
を
伝
え
、
改
善
を
見
届
け
る

　
し
か
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
子
ど
も
の
行
動
が
少
し
で
も
変
化
し

て
い
た
ら
、
そ
の
こ
と
を
必
ず
褒
め
ま
し
ょ
う
。

例
「
か
し
て
っ
て
い
っ
て
み
よ
う
」「
言
え
た
ね
」「
す
ご
い
！
」
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「
ケ
ア
ハ
ウ
ス
絆き
ず
な」

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
絆
は
、
黒
姫
高
原
に
お
い
て

介
護
事
業
を
十
年
以
上
運
営
し
て
い
る
「
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人 

絆
」
が
母
体
と
な
り
、
多
く
の

皆
様
の
ご
支
援
や
ご
協
力
に
よ
り
令
和
５
年

10
月
１
日
に
新
規
開
業
し
ま
し
た
。

　「
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
や
「
通
所

サ
ー
ビ
ス
（
お
元
気
ク
ラ
ブ
、
い
き
い
き
教

室
）」
な
ど
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
、
法
人
開
設
当
初
か
ら
変
わ
ら

な
い
「
自
分
ら
し
い
時
を
過
ご
せ
る
場
所
」

を
理
念
に
、
今
回
、
よ
り
多
く
の
方
々
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
に
と
ケ
ア
ハ
ウ
ス
絆
の
運
営

を
開
始
し
ま
し
た
。

ケ
ア
ハ
ウ
ス
っ
て
ど
ん
な
施
設
？

　
ケ
ア
ハ
ウ
ス
は
別
名
「
軽
費
老
人
ホ
ー

ム
」
と
も
言
わ
れ
、
居
室
料
、
食
事
、
共

用
部
の
光
熱
費
を
含
め
て
月
額
が
７
９
，

８
０
０
円
～
（
居
室
の
光
熱
費
・
介
護
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
は
除
く
）
と
、
他
の
高
齢
者

入
居
施
設
に
比
べ
て
比
較
的
安
い
費
用
で

入
居
で
き
る
施
設
で
す
。
ケ
ア
ハ
ウ
ス
で

は
、
朝
昼
夕
の
食
事
の
提
供
、
夜
間
の
見

守
り
や
緊
急
時
の
対
応
に
加
え
て
、
食
事
・

ト
イ
レ
・
入
浴
の
介
助
等
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
、
看
護
師
に
よ
る
健
康
管
理
や
服
薬
管

理
、
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
管
理
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
要
支

援
や
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て
も
安
心
し

て
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
生
活

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
特
徴
】

○
比
較
的
安
い
費
用
で
入
居
可

○
３
食
食
事
付
き

○
夜
間
の
見
守
り
・
緊
急
対
応

○
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
安
心

○
雪
か
き
不
要

　
運
営
開
始
に
至
る
ま
で
は
本
当
に
た
く
さ

ん
の
方
々
の
支
え
が
あ
り
、
開
業
を
通
し
て

改
め
て
信
濃
町
の
温
か
さ
と
良
さ
を
実
感
し

て
い
ま
す
。

　
今
後
も
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

の
支
え
に
な
る
よ
う
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

い
き
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
ご
相
談
】

ケ
ア
ハ
ウ
ス
絆 

☎
（
２
１
７
）
２
３
１
５

在宅医療・介護連携チームは最期まで、ここで
安心して暮らしていくための応援者です。

住民福祉課 地域包括支援センター　☎２５５－４２１４
～医療と介護のささえあい通信は偶数月でお届けします～

医療医療と介護介護の ささえあいささえあい通信 12月号



生
徒
の
感
想
よ
り

私
は
今
回
の
職
場
体
験
学
習
で
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
働

い
て
い
く
上
で
知
っ
て
お
か
な
い
と

い
け
な
い
マ
ナ
ー
、
働
い
て
楽
し
い

こ
と
、
嬉
し
い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
、

働
く
こ
と
の
責
任
、
一
番
身
近
な
親

へ
の
感
謝
。た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

「
挨
拶
」「
言
葉
遣
い
」「
身
だ
し

な
み
」
こ
の
３
つ
が
働
い
て
い
く
上

で
最
低
限
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
で
き
て
の
お
客
様
と
の
会
話

は
、
と
て
も
楽
し
く
嬉
し
く
な
っ
て

き
ま
す
。
し
か
し
毎
日
働
く
と
い
う

こ
と
は
と
て
も
大
変
で
、
と
て
も
疲

れ
て
き
ま
す
。
で
も
お
店
の
人
は
毎

日
継
続
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
す
ご
い
姿
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

　

お
店
の
方
が
す
れ
違
っ
た
お
客
さ

ん
に
笑
顔
で
挨
拶
を
し
て
い
て
、
表

情
や
声
の
ト
ー
ン
も
大
事
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。
食
品
は
、
賞
味
期
限
の

古
い
も
の
を
前
に
し
て
、
新
し
い
も

の
を
後
ろ
に
並
べ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

食
品
ロ
ス
を
少
な
く
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
つ
な
が
る
、
大
切
な
作
業
と
い

う
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
に
商
品
の
場
所
を
聞

か
れ
て
、
１
日
目
は
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
２
日
目
は

し
っ
か
り
答
え
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
商
品
並
べ
で
は
、

バ
ー
コ
ー
ド
の
番
号
と
同
じ
も
の
を

探
し
て
並
べ
ま
し
た
。
お
店
が
広
く

て
、
自
分
が
あ
ま
り
使
わ
な
い
も
の

だ
と
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
探
す
の
は
と
て

も
大
変
で
し
た
。
で
も
、
聞
き
合
っ

た
り
し
な
が
ら
、
人
間
関
係
の
大
切

さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
清

掃
で
は
、
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
さ

ん
に
き
れ
い
な
と
こ
ろ
だ
な
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
隅
々
ま
で
丁

寧
に
掃
除
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。　

　

私
は
巨
大
掃
除
機
の
骨
組
み
の
組

み
立
て
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
私

達
が
作
っ
た
も
の
は
生
産
ラ
イ
ン
に

組
み
込
ま
れ
て
日
本
の
何
処
か
に
行

く
そ
う
で
す
。
作
っ
て
い
て
い
つ
か

自
分
の
作
っ
た
骨
組
み
が
使
わ
れ
た

巨
大
掃
除
機
に
会
え
る
の
か
な
と
内

心
少
し
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今

回
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
従
業
員
さ
ん

に
「
組
み
立
て
が
う
ま
い
ね
」
と
言

わ
れ
た
と
き
、
と
て
も
嬉
し
く
て
や

り
が
い
が
何
た
る
か
を
感
じ
ま
し

た
。今
回
の
体
験
は
仕
事
の
魅
力「
や

り
が
い
」
を
全
身
で
感
じ
る
と
て
も

い
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
お
金
の

た
め
だ
け
に
自
分
に
合
わ
な
い
仕
事

を
や
る
の
と
、
や
り
が
い
が
あ
っ
て

楽
し
く
仕
事
を
す
る
と
で
は
天
と
地

ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。　

　

ど
ん
な
に
大
変
で
忙
し
く
て
も
、

利
用
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
た
め
に

一
生
懸
命
働
く
姿
が
と
て
も
か
っ
こ

よ
か
っ
た
。
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
っ

た
。
自
分
は
、
今
ま
で
仕
事
は
お
金

を
稼
ぐ
た
め
だ
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
自
分
の
仕
事
が
社
会
を
支
え
る

と
思
い
な
が
ら
働
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
。
仕
事
は
我
慢
す
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
自
分
の

楽
し
く
て
や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
っ
て
、

意
識
の
面
で
成
長
で
き
た
。

　

　

私
は
、
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の

仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
マ

ン
と
聞
く
と
「
か
っ
こ
い
い
」「
華

や
か
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま

す
が
、
実
際
の
仕
事
は
と
て
も
繊
細

で
力
が
い
る
仕
事
で
し
た
。
私
が
体

験
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
以
外
の
仕
事
も

同
じ
は
ず
で
す
。
ま
ず
、
何
百
個
の

食
器
を
一
定
の
向
き
で
置
き
、
椅
子

も
決
め
ら
れ
た
拭
き
方
で
消
毒
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
朝
・

昼
・
夜
。
１
日
に
３
回
も
や
る
ホ
テ

ル
の
職
員
の
方
は
お
客
様
を
本
当
に

大
切
に
思
っ
て
い
て
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。

私
が
職
場
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
「
一
人
一
人
が
仕
事
を
す
る

こ
と
を
楽
し
む
」と
い
う
こ
と
で
す
。

楽
し
い
仕
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
く
す
る
か
ど
う
か
は
自
分
次
第

な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の

職
員
の
方
た
ち
は
、
お
客
様
の
た
め

に
工
夫
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
楽

し
ん
で
い
た
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら

職
員
の
方
同
士
で
仲
が
よ
く
、
協
力

で
き
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

　

職
場
の
皆
さ
ん
か
ら
７
つ
の
言
葉

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
少
々
お
ま
ち

く
だ
さ
い
」「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」「
失
礼
い

た
し
ま
す
」「
お
待
た
せ
い
た
し
ま

し
た
」

働
く
と
き
に
覚
え
て
お
く
言
葉
だ

そ
う
で
す
。
あ
と
は
お
客
さ
ん
に
笑

顔
と
明
る
い
声
で
接
す
る
こ
と
が
大

切
だ
そ
う
で
す
。
最
初
の
方
は
声
が

小
さ
く
な
っ
た
り
言
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
り
し
た
け
れ
ど
、
働
い
て

い
く
う
ち
に
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な

声
で
挨
拶
す
る
と
お
客
さ
ん
が
挨
拶

を
返
し
て
く
れ
た
り
し
て
く
れ
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
働
く
と
き

だ
け
で
な
く
普
段
生
活
す
る
中
で

も
、
職
場
の
皆
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
明

る
い
笑
顔
と
大
き
な
挨
拶
を
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

　

今
回
の
職
場
体
験
で
は
た
だ
仕
事

を
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
と

の
交
流
と
い
う
老
人
ホ
ー
ム
な
ら
で

は
の
体
験
を
し
て
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
る
大
切
さ
を
強
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
ん

な
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も

相
手
を
尊
重
す
る
姿
勢
が
と
て
も
素

敵
で
し
た
。
職
場
体
験
で
は
自
分
の

知
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
、
と
て
も
貴

重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
て
今
の
自
分
、
将
来
の

自
分
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

職場体験　町の職場で学ばせていただきました
８学年生徒61名は、７月下旬、信濃町の27事業所にご協力をいただき、２日間の職場体験学習を
行うことができました。行く前は不安でいっぱいだった生徒たちでしたが、職場の皆様の温かい対応
のおかげで、働くとはどういうことなのか、ひとりひとり考えを深めていくことができました。学ば
せていただいたことを、今後の学校生活や進路選択、将来の自分自身に活かしていくことと思います。
お忙しい中、職場体験学習を受け入れてくださった事業所の皆様、大変ありがとうございました。
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生
徒
の
感
想
よ
り

私
は
今
回
の
職
場
体
験
学
習
で
た

く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
働

い
て
い
く
上
で
知
っ
て
お
か
な
い
と

い
け
な
い
マ
ナ
ー
、
働
い
て
楽
し
い

こ
と
、
嬉
し
い
こ
と
、
つ
ら
い
こ
と
、

働
く
こ
と
の
責
任
、
一
番
身
近
な
親

へ
の
感
謝
。た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。

「
挨
拶
」「
言
葉
遣
い
」「
身
だ
し

な
み
」
こ
の
３
つ
が
働
い
て
い
く
上

で
最
低
限
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
が
で
き
て
の
お
客
様
と
の
会
話

は
、
と
て
も
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し
く
嬉
し
く
な
っ
て

き
ま
す
。
し
か
し
毎
日
働
く
と
い
う

こ
と
は
と
て
も
大
変
で
、
と
て
も
疲

れ
て
き
ま
す
。
で
も
お
店
の
人
は
毎

日
継
続
し
て
頑
張
っ
て
い
る
。
そ
ん

な
す
ご
い
姿
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

　

お
店
の
方
が
す
れ
違
っ
た
お
客
さ

ん
に
笑
顔
で
挨
拶
を
し
て
い
て
、
表

情
や
声
の
ト
ー
ン
も
大
事
だ
と
わ
か

り
ま
し
た
。
食
品
は
、
賞
味
期
限
の

古
い
も
の
を
前
に
し
て
、
新
し
い
も

の
を
後
ろ
に
並
べ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

食
品
ロ
ス
を
少
な
く
し
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
も
つ
な
が
る
、
大
切
な
作
業
と
い

う
こ
と
を
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
客
さ
ん
に
商
品
の
場
所
を
聞

か
れ
て
、
１
日
目
は
答
え
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
２
日
目
は

し
っ
か
り
答
え
る
こ
と
が
で
き
て
嬉

し
か
っ
た
で
す
。
商
品
並
べ
で
は
、

バ
ー
コ
ー
ド
の
番
号
と
同
じ
も
の
を

探
し
て
並
べ
ま
し
た
。
お
店
が
広
く

て
、
自
分
が
あ
ま
り
使
わ
な
い
も
の

だ
と
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
る
か
わ

か
ら
な
か
っ
た
の
で
探
す
の
は
と
て

も
大
変
で
し
た
。
で
も
、
聞
き
合
っ

た
り
し
な
が
ら
、
人
間
関
係
の
大
切

さ
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
清

掃
で
は
、
来
て
い
た
だ
い
た
お
客
さ

ん
に
き
れ
い
な
と
こ
ろ
だ
な
と
思
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
隅
々
ま
で
丁

寧
に
掃
除
が
で
き
た
の
で
良
か
っ
た

で
す
。　

　

私
は
巨
大
掃
除
機
の
骨
組
み
の
組

み
立
て
に
取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
私

達
が
作
っ
た
も
の
は
生
産
ラ
イ
ン
に

組
み
込
ま
れ
て
日
本
の
何
処
か
に
行

く
そ
う
で
す
。
作
っ
て
い
て
い
つ
か

自
分
の
作
っ
た
骨
組
み
が
使
わ
れ
た

巨
大
掃
除
機
に
会
え
る
の
か
な
と
内

心
少
し
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
今

回
手
伝
っ
て
も
ら
っ
た
従
業
員
さ
ん

に
「
組
み
立
て
が
う
ま
い
ね
」
と
言

わ
れ
た
と
き
、
と
て
も
嬉
し
く
て
や

り
が
い
が
何
た
る
か
を
感
じ
ま
し

た
。今
回
の
体
験
は
仕
事
の
魅
力「
や

り
が
い
」
を
全
身
で
感
じ
る
と
て
も

い
い
体
験
と
な
り
ま
し
た
。
お
金
の

た
め
だ
け
に
自
分
に
合
わ
な
い
仕
事

を
や
る
の
と
、
や
り
が
い
が
あ
っ
て

楽
し
く
仕
事
を
す
る
と
で
は
天
と
地

ほ
ど
の
差
が
あ
る
の
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。　

　

ど
ん
な
に
大
変
で
忙
し
く
て
も
、

利
用
し
て
く
れ
て
い
る
人
の
た
め
に

一
生
懸
命
働
く
姿
が
と
て
も
か
っ
こ

よ
か
っ
た
。
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し

て
、
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
っ

た
。
自
分
は
、
今
ま
で
仕
事
は
お
金

を
稼
ぐ
た
め
だ
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
自
分
の
仕
事
が
社
会
を
支
え
る

と
思
い
な
が
ら
働
く
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
。
仕
事
は
我
慢
す
る
も
の

だ
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
自
分
の

楽
し
く
て
や
り
た
い
こ
と
を
仕
事
に

す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
わ
か
っ
て
、

意
識
の
面
で
成
長
で
き
た
。

　

　

私
は
、
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の

仕
事
を
経
験
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
マ

ン
と
聞
く
と
「
か
っ
こ
い
い
」「
華

や
か
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
湧
き
ま

す
が
、
実
際
の
仕
事
は
と
て
も
繊
細

で
力
が
い
る
仕
事
で
し
た
。
私
が
体

験
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン
以
外
の
仕
事
も

同
じ
は
ず
で
す
。
ま
ず
、
何
百
個
の

食
器
を
一
定
の
向
き
で
置
き
、
椅
子

も
決
め
ら
れ
た
拭
き
方
で
消
毒
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
朝
・

昼
・
夜
。
１
日
に
３
回
も
や
る
ホ
テ

ル
の
職
員
の
方
は
お
客
様
を
本
当
に

大
切
に
思
っ
て
い
て
す
ご
い
と
思
い

ま
し
た
。

私
が
職
場
体
験
を
通
し
て
学
ん
だ

こ
と
は
「
一
人
一
人
が
仕
事
を
す
る

こ
と
を
楽
し
む
」と
い
う
こ
と
で
す
。

楽
し
い
仕
事
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

楽
し
く
す
る
か
ど
う
か
は
自
分
次
第

な
ん
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の

職
員
の
方
た
ち
は
、
お
客
様
の
た
め

に
工
夫
し
て
仕
事
を
す
る
こ
と
を
楽

し
ん
で
い
た
気
が
し
ま
す
。
だ
か
ら

職
員
の
方
同
士
で
仲
が
よ
く
、
協
力

で
き
て
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

　

職
場
の
皆
さ
ん
か
ら
７
つ
の
言
葉

を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
」「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」「
少
々
お
ま
ち

く
だ
さ
い
」「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
」

「
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」「
失
礼
い

た
し
ま
す
」「
お
待
た
せ
い
た
し
ま

し
た
」

働
く
と
き
に
覚
え
て
お
く
言
葉
だ

そ
う
で
す
。
あ
と
は
お
客
さ
ん
に
笑

顔
と
明
る
い
声
で
接
す
る
こ
と
が
大

切
だ
そ
う
で
す
。
最
初
の
方
は
声
が

小
さ
く
な
っ
た
り
言
う
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
り
し
た
け
れ
ど
、
働
い
て

い
く
う
ち
に
大
き
な
声
で
挨
拶
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
大
き
な

声
で
挨
拶
す
る
と
お
客
さ
ん
が
挨
拶

を
返
し
て
く
れ
た
り
し
て
く
れ
て
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
働
く
と
き

だ
け
で
な
く
普
段
生
活
す
る
中
で

も
、
職
場
の
皆
さ
ん
か
ら
学
ん
だ
明

る
い
笑
顔
と
大
き
な
挨
拶
を
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

　

今
回
の
職
場
体
験
で
は
た
だ
仕
事

を
こ
な
す
だ
け
で
な
く
、
高
齢
者
と

の
交
流
と
い
う
老
人
ホ
ー
ム
な
ら
で

は
の
体
験
を
し
て
、
相
手
の
気
持
ち

を
考
え
る
大
切
さ
を
強
く
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ど
ん

な
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
も

相
手
を
尊
重
す
る
姿
勢
が
と
て
も
素

敵
で
し
た
。
職
場
体
験
で
は
自
分
の

知
ら
な
い
事
だ
ら
け
で
、
と
て
も
貴

重
な
体
験
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
経

験
を
活
か
し
て
今
の
自
分
、
将
来
の

自
分
に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

職場体験　町の職場で学ばせていただきました
８学年生徒61名は、７月下旬、信濃町の27事業所にご協力をいただき、２日間の職場体験学習を
行うことができました。行く前は不安でいっぱいだった生徒たちでしたが、職場の皆様の温かい対応
のおかげで、働くとはどういうことなのか、ひとりひとり考えを深めていくことができました。学ば
せていただいたことを、今後の学校生活や進路選択、将来の自分自身に活かしていくことと思います。
お忙しい中、職場体験学習を受け入れてくださった事業所の皆様、大変ありがとうございました。
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「
一
茶
ふ
る
さ
と
俳
句
」
10
月
募
集
入
選
句
発
表　

選
者
：
信
濃
町
の
俳
句
会
の
皆
さ
ん

　
　
　

特
選
　
訛な
ま

り
あ
る
言
葉
の
温ぬ

く
し
か
れ
す
す
き
　
　
　
　
吉
松
　
暉
子

　
　
　
佳
作
　
す
す
き
垂
れ
う
な
じ
く
す
ぐ
る
山や

ま
じ路

か
な
　
　
志
原
　
悦
子
　

　
　
　
佳
作
　
斎
場
の
硝ガ

ラ
ス子

戸
越
し
に
枯
す
す
き
　
　
　
　
　
松
木
　
珍
念
　

　
　
　
佳
作
　
枯か

れ
お
ば
な

尾
花
主ぬ

し

無
き
家
の
主
と
な
る
　
　
　
　
　
　
吉
澤
　
弘
子

　
　
　

特
選
　
藷い

も
掘
る
や
な
ら
べ
て
子
ら
の
グ
ー
タ
ッ
チ
　
　
水
越
八
重
子
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
佳
作
　
吾わ

れ
も
こ
う

亦
紅
一
枝
つ
つ
み
母
見
舞
う
　
　
　
　
　
　
佐
藤
て
る
子
　
　
　

　
　
　
佳
作
　
ま
す
ら
お
の
土
蔵
に
収
む
今
年
米
　
　
　
　
　
静
谷
　
和
子
　
　
　
　
　
　

　
　
　
佳
作
　
秋

あ
き
あ
か
ね茜

夕
陽
の
中
に
消
え
る
ま
で
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
靖
則

※
敬
称
略
。
一
部
添
削
し
て
い
ま
す
。

【
や
さ
し
い
添
削
コ
ー
ナ
ー
】

元　
句　
藷
掘
り
や
な
ら
べ
て
子
ら
の
ぐ
う
タ
ッ
チ

添
削
例　
藷
掘
る
や
な
ら
べ
て
子
ら
の
グ
ー
タ
ッ
チ

★
こ
の
俳
句
で
は
、
主
役
が
「
い
も
掘
り
」
と
い
う
動
作
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
え
て
「
い
も
掘
る
」
と
い
う
動
詞
と
し
て
残
し
、

そ
こ
に
切
れ
字
「
や
」
を
付
け
る
こ
と
で
強
調
し
て
み
ま
し
た
。

★
12
月
の
投
句
募
集
★　
初
心
者
・
子
ど
も
さ
ん
も
大
歓
迎

■
期　
　
間
：
12
月
28
日
木
必
着
（
入
選
発
表
：
広
報
し
な
の
２
月
号
）　　

■
季　
　
題
：
①
師
走　

／　

②
自
由
題　

★
一
人
何
句
で
も
可

■
投
句
方
法
：
俳
句
／
住
所
／
氏
名
／
電
話
番
号
記
載
の
上
、
①
は
が
き
、

②
持
参
、
③
Ｅ
メ
ー
ル
に
て
、
一
茶
記
念
館
へ
ご
投
句
く
だ
さ
い
。

※
よ
り
よ
い
形
に
添
削
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
二
重
投
句
（
同
じ
句
を
複
数
の
場
所
へ
投
句
す
る
こ
と
）
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

【
問
】
一
茶
記
念
館　
　
〒
３
８
９
―
１
３
０
５  

信
濃
町
柏
原
２
４
３
７
―
２

☎
０
２
６（
２
５
５
）３
７
４
１　

  M
ail

：issakinen@
tow

n.shinano.lg.jp　

自由題 薄（すすき）

★投句は楷書で読みやすくお願いします

令
和
五
年
十
二
月

一
茶
忌
全
国
俳
句
大
会

　

11
月
19
日
に
小
林

一
茶
197
回
忌
全
国
俳

句
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
は
時

間
短
縮
で
の
実
施
で

し
た
が
、
今
年
は
４

年
ぶ
り
に
フ
ル
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
明
専
寺
で
法
要
が
営
ま
れ
、
一

茶
記
念
館
で
は
、
当
日
俳
句
大
会
、
俳
人
で

「
汀み

ぎ
わ」

主
宰
の
井
上
弘
美
先
生
の
記
念
講
演
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
昼
に
は
、恒
例
の
新
そ
ば
会
が
開
催
さ
れ
、

信
濃
町
産
の
手
打
ち
そ
ば
を
た
く
さ
ん
の
方
に

召
し
上
が
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
、
各
地
か

ら
集
ま
っ
た
受
賞
者

に
鈴
木
町
長
か
ら
賞

状
が
授
与
さ
れ
ま
し

た
。

福
地
桂
之
助
氏
に

町
か
ら
感
謝
状
を
贈
呈

　

11
月
19
日
、
一
茶
忌
全
国
俳
句
大
会
の
式
典

に
先
立
ち
、
福
地
桂
之
助
氏
に
、
町
の
表
彰
条

例
に
基
づ
い
て
、
感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

福
地
氏
は
、
ご
自
身
が
発
見
さ
れ
た
11
点
の

一
茶
資
料
を
、
そ
の
都
度
一
茶
記
念
館
に
寄
託

さ
れ
た
ほ
か
、
様
々
な
形
で
長
年
に
わ
た
っ
て

一
茶
記
念
館
に
ご
協
力
を
賜
り
、
今
年
２
月
に

は
、
寄
託
さ
れ
て
い
た
大
変
貴
重
な
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
一
括
で
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
地
氏
の
当
館
へ
の
ご
貢
献
に
、
改
め
て
深

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

↑表彰式　　　井上氏の記念講演

感謝状贈呈式であいさつする福地桂之助氏



便り
4月 4日
まで

冬季休館中

問黒姫童話館 ☎（２５５）２２５０
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黒姫童話館に新たなエリアが誕生しました。
　黒姫童話館では、施設に入る前からより童話の世界感に浸れるような空間を作りたいと、8 月
にクラウドファンディングに挑戦し、皆様のご支援で「カシオペイアの迷路」と「ミッドナイトフォ
レスト」が完成しました。
　「カシオペイアの迷路」は信濃町の木を使ってできており、「ミッドナイトフォレスト」は町のアー
ティスト松田ちかさんがアーチ階段の内壁に、夜の森をイメージして作品を描いてくれました。
ほかにも子どもたちが無料で童話館に入館できたり、森のおはなし会を楽しむことができました。
ご支援に心から感謝申し上げます。

ミッドナイトフォレスト 森のおはなし会
の様子

子どもたちの
ありがとうメッセージ

カシオペイアの迷路＆
ミニチュアハウス

第
84
回
「
一
茶
さ
ん
と
二
竹
①
」

　
江
戸
で
俳
諧
師
暮
ら
し
を
す
る

一
茶
さ
ん
の
許も

と

に
、
故
郷
柏
原
か

ら
度
々
訪
ね
て
く
る
若
者
が
い
ま

し
た
。
本
名
中
村
太た

さ
ぶ
ろ
う

三
郎
、
俳
号

「
二に

ち
く竹

」
と
い
い
ま
す
。
今
回
か

ら
、
一
茶
さ
ん
と
二
竹
の
交
流
を

軸
に
、
一
茶
さ
ん
と
柏
原
の
人
々

と
の
関
係
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
柏
原
の
一
茶
さ
ん
の
家
の
４
軒

北
側
に
、
酒
造
を
生
業
と
す
る
中

村
与よ

え

も

ん

右
衛
門
家
、
屋
号
「
桂か

つ
ら
や屋

」

が
あ
り
ま
し
た
。
柏
原
の
草
分
け

で
、
代
々
本
陣
・
問
屋
を
務
め
た

中
村
六
左
衛
門
家
の
分
家
で
、
広

い
間
口
の
屋
敷
を
構
え
る
有
力
者

で
し
た
。

　
一
茶
さ
ん
の
頃
の
当
主
与
右
衛

門
は
、
俳
号
「
平へ

い
こ湖
」
を
名
乗
り

俳
諧
を
た
し
な
ん
で
い
ま
し
た
。

二
竹
は
彼
の
息
子
に
あ
た
り
、
一

茶
さ
ん
よ
り
６
歳
年
下
で
す
。

　
与
右
衛
門
家
は
近
隣
の
村
々
の

有
力
者
と
縁
戚
関
係
が
あ
り
ま
し

た
。
柏
原
の
北
隣
の
野
尻
宿
（
現

信
濃
町
野
尻
）
の
脇
本
陣
を
務

め
る
石
田
津つ

え

も

ん

右
衛
門
（
俳
号
：

湖こ
こ
う光

）や
、毛け

の野（
現
飯
綱
町
赤
塩
）

の
豪
農
滝
沢
善ぜ

ん
え
も
ん

右
衛
門
（
俳
号
：

可か
こ
う候

）
は
与
右
衛
門
家
の
親
戚
で

す
。
彼
ら
が
早
い
時
期
か
ら
一
茶

さ
ん
の
門
人
・
支
援
者
と
な
る
の

は
、
一
茶
さ
ん
が
信
州
で
門
人
を

獲
得
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
隣

近
所
の
よ
し
み
で
平
湖
の
血
縁
を

頼
っ
て
人
脈
を
広
げ
て
い
っ
た
た

め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
滝
沢
可
候
、
そ
の
弟
で
、

善
光
寺
門
前
町
に
分
家
し
た
滝
沢

柯か
せ
き尺
、
同
じ
く
弟
で
、
紫

む
ら
さ
き（
現
高

山
村
紫
）
の
豪
農
久
保
田
家
の
養

子
と
な
っ
た
春し

ゅ
ん
こ
う耕は
、
一
茶
さ
ん

の
非
常
に
有
力
な
支
援
者
に
な
り

ま
す
。
彼
ら
の
母
親
は
平
湖
の
姉

妹
で
あ
り
、
二
竹
と
は
従
兄
弟
の

関
係
に
あ
た
る
の
で
す
が
、
こ
れ

は
意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
ポ
イ

ン
ト
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
二
竹
が
江
戸
の
一
茶
さ

ん
を
訪
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
あ
る
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て

柏
原
に
居
づ
ら
く
な
っ
た
こ
と
が

原
因
の
よ
う
で
す
。
次
回
以
降
動

向
を
追
っ
て
い
き
ま
す
。 一茶記念館

学芸員　渡辺　洋

平
湖
（
与
右
衛
門
）

一
茶近

所

与
右
衛
門

ニ
竹
（
太
三
郎
）

門
人

い
く

滝
沢
善
右
衛
門

可
候
（
善
右
衛
門
）

柯
尺
（
松
屋
八
郎
次
）

中
村
与
右
衛
門

親
類

石
田
湖
光
（
津
右
衛
門
）

春
耕
（
重
右
衛
門
⑥
）

久
保
田
兎
園
（
重
右
衛
門
⑤
）

成
布
（
か
め
）

〇〇五
郁
（
重
右
衛
門
⑦
）

柳
志
（
の
と
）

柏
原

野
尻

善
光
寺
大
門
町

毛
野紫

一茶門人

【
参
考
文
献
】

『
一
茶
―
そ
の
生
涯
と
文
学
』　
小
林　
計
一
郎　
著　

（
信
濃
毎
日
新
聞
社　
２
０
０
２
）

一茶さん門人の血縁関係



氷
河
時
代
案
内
人
を
対
象
と

し
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の

令
和
5
年
度
第
2
回
、
第
3
回

を
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
お

こ
な
い
ま
し
た
。
2
回
の
講
座

で
は
、
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公

園
内
を
歩
い
て
楽
し
む
た
め
に

設
定
さ
れ
た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

の
コ
ー
ス
で
あ
る
「
あ
ま
と
み

ト
レ
イ
ル
」
の
一
部
を
歩
い
て

信
濃
町
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

第
2
回

10
月
1
日
（
日
）
は
8
名
が

参
加
し
、
近
藤
館
長
の
案
内
で

博
物
館
か
ら
野
尻
湖
に
流
れ
込

む
伝
九
郎
用
水
を
上
流
に
た
ど

り
、
野
尻
の
清
明
台
入
口
ま
で

向
か
う
約
4
㎞
の
ル
ー
ト
を
歩

き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
野
尻
湖
に
行
き
、

7
万
年
前
に
湖
が
誕
生
し
て
か

ら
大
地
の
変
動
に
よ
っ
て
、
現

在
の
形
に
な
る
ま
で
の
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。

野
田
英
夫
の
碑
や
伝
九
郎
神

社
を
見
学
し
て
か
ら
、
丘
陵
を

伝
九
郎
用
水
に
沿
っ
て
歩
き
、

池
尻
川
低
地
に
広
が
る
ソ
バ
畑

を
眺
め
な
が
ら
、
低
地
に
ま
で

湖
が
広
が
っ
た
時
代
に
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。
最
後
に
六
月
地

区
の
地
層
を
観
察
し
、
大
地
の

生
い
立
ち
が
地
層
に
残
さ
れ
て

い
る
火
山
灰
層
や
断
層
な
ど
を

観
察
し
、
博
物
館
ま
で
戻
り
ま

し
た
。

曇
天
の
中
で
し
た
が
、
野
尻

湖
と
そ
の
周
辺
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
大
地
の
動
き
と
歴
史
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
3
回

11
月
3
日
（
金
）
は
11
名
が

参
加
し
、
水
穴
側
の
野
尻
湖
畔

の
東
屋
か
ら
荒
瀬
原
の
斑
尾
山

登
山
道
入
口
付
近
ま
で
約
4
㎞

を
歩
き
ま
し
た
。

飯
山
へ
つ
な
が
る
道
と
し
て

古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
場
所

で
、
柴
津
集
落
で
は
道
路
沿
い

に
姫
の
泣
き
石
や
割
ヶ
嶽
城

跡
、
称
名
寺
の
石
の
鐘
、
ス
ル

ス
ギ
分
校
の
跡
な
ど
歴
史
を
伝

え
る
見
ど
こ
ろ
に
立
ち
寄
り
ま

し
た
。

ま
た
こ
の
周
辺
は
数
万
年

前
に
は
湖
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
、

古こ
ふ
る
ま

古
間
湖こ

と
呼
ば
れ
る
湖
と
、

斑
尾
山
と
同
じ
く
数
十
万
年
前

に
噴
火
し
て
い
た
城
山
や
薬
師

岳
の
地
形
か
ら
大
地
の
生
い
立

ち
を
考
え
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
、
紅
葉
も
楽

し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

下記の日程で、ふたご座流星群観望会を開催します。参加希

望の方は、当日の午後５時までに野尻湖ナウマンゾウ博物館

（026-258-2090）までご連絡ください。天気が悪く観望でき

ない場合には中止します。かなり寒くなりますので、寒さ対策

は十分しておいでください。

日時　12月14日（木）午後８時から 　

場所　地域交流施設（古間支館）駐車場

10
月
14
日
（
土
）
に
第
11
回

博
物
館
サ
ー
ク
ル
交
流
会
を
開

催
し
、
信
濃
町
星
空
研
究
会
、

信
濃
町
コ
ケ
の
会
、
野
尻
湖
水

草
復
元
研
究
会
、
シ
ナ
ノ
キ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
6
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
、
シ
ナ
ノ
キ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
方
を
講
師
に
学
習

会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
シ
ナ

ノ
キ
の
表
皮
か
ら
は
丈
夫
な
繊

維
が
取
れ
る
の
で
、
昔
か
ら
編

み
物
や
織
物
、
綱
な
ど
の
材

料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
信
濃
の
国
名
の
語
源
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ナ
ノ
キ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
な
さ
ん
は

シ
ナ
ノ
キ
の
伐
採
か
ら
は
じ
ま

り
、
い
ろ
い
ろ
な
工
程
を
経
て

繊
維
に
し
、
そ
れ
を
編
ん
だ
り

し
て
カ
ゴ
な
ど
の
製
作
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

で
シ
ナ
ノ
キ
が
使
用
さ
れ
て
い

る
土
地
を
訪
ね
た
り
、
民
俗
例

な
ど
を
調
べ
た
り
し
て
い
て
、

そ
う
い
っ
た
興
味
深
い
活
動
の

お
話
を
、
シ
ナ
ノ
キ
の
繊
維
の

実
物
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
詳
し
く
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

野尻湖ナウマンゾウ博物館は冬期も開館しています。

下記の期間は休館となりますので、ご注意ください。また臨

時休館する場合がございますので、事前に博物館ウェブサイト

または電話でご確認ください。お客様がいない間は暖房を止め

ている場合があり、展示室内は寒いことがありますので、暖か

い服装でお越しください。

開館時間　９:00 ～ 17:00（最終入場16:30）

休 館 日　令和５年12月29日（金）～令和６年１月３日（水）

　　　　　令和６年１月31日（水）、２月29日（木）

お問い合わせ先　野尻湖ナウマンゾウ博物館　☎（258）2090

池尻川低地を歩く

姫の泣き石

スルスギ分校の跡

氷
河
時
代
案
内
人
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の
報
告

あ
ま
と
み
ト
レ
イ
ル
を
歩
く

博
物
館
サ
ー
ク
ル
交
流
会
の
報
告

信濃町星空研究会

ふたご座流星群観望会のお知らせ

冬期も見学できます

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～

10
月
8
日
（
日
）、9
日
（
月
）

に
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
と
共
催

で
行
事
「
氷
河
時
代
た
ん
け
ん

隊
」
を
お
こ
な
い
、
45
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

「
さ
ぁ
行
こ
う
！
氷
河
時
代

へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
だ
！
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
野
尻
湖
の
周
辺

や
斑
尾
高
原
、
妙
高
山
ろ
く
で

活
動
し
ま
し
た
。
企
画
は
信
州

大
学
教
育
学
部
の
学
生
を
中
心

に
お
こ
な
わ
れ
、
当
日
は
3
班

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生

が
班
長
と
な
り
、
野
尻
湖
発
掘

調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

参
加
者
を
案
内
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
午
後
か
ら
、
野
尻

湖
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
し

て
、
野
尻
湖
発
掘
地
、
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
親
子
像
、
博
物
館
を
巡

り
、
野
尻
湖
発
掘
や
氷
河
時
代

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、

野
尻
湖
発
掘
地
の
地
層
を
保
存

し
た
標
本
の
観
察
や
、
野
尻
湖

発
掘
を
テ
ー
マ
に
作
ら
れ
た
カ

ル
タ
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
後

は
、
飯
山
高
校
自
然
科
学
部
と

長
野
西
高
校
天
文
・
生
物
班
の

皆
さ
ん
の
発
表
が
あ
り
、
部
活

動
・
班
活
動
で
お
こ
な
っ
て
い

る
生
物
の
実
験
や
地
層
の
調
査

の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
天
文
や
野
尻

湖
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
た
。

2
日
目
は
、
初
め
に
妙
高
の

い
も
り
池
に
向
か
い
、
周
辺
の

植
物
を
観
察
し
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
氷

河
時
代
の
野
尻
湖
を
思
わ
せ
る

ハ
ン
ノ
キ
林
の
中
の
遊
歩
道
を

歩
き
ま
し
た
。
妙
高
高
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た

後
、
斑
尾
山
ろ
く
に
移
動
し
、

林
道
沿
い
の
地
層
が
見
ら
れ
る

場
所
へ
行
き
、
飯
縄
山
、
黒
姫

山
、
妙
高
山
が
噴
火
し
た
時
の

火
山
灰
、
遠
く
四
国
、
九
州
か

ら
飛
ん
で
き
た
火
山
灰
な
ど
が

何
層
も
積
み
重
な
る
様
子
を
観

察
し
ま
し
た
。

博
物
館
に
戻
り
、昼
食
後
に
、

泥
炭
か
ら
昆
虫
や
植
物
化
石
を

探
す
体
験
と
、
採
取
し
た
火
山

灰
を
洗
っ
て
中
に
含
ま
れ
る
き

れ
い
な
鉱
物
を
観
察
す
る
体
験

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

色
々
な
世
代
の
方
が
交
流

し
、
野
尻
湖
発
掘
の
成
果
を
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
び
、
氷

河
時
代
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

・
昆
虫
の
化
石
を
さ
が
し
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
い
も

り
池
で
い
ろ
ん
な
植
物
を
知

れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　
	

（
小
学
生
）

・
山
の
地
形
の
変
遷
や
、
野
尻

湖
の
成
り
立
ち
を
歩
き
な
が

ら
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。	
（
一
般
）

11
月
11
日
（
土
）
か
ら
12
日

（
日
）
に
信
濃
町
地
域
交
流
施

設
（
古
間
支
館
）
で
お
こ
な
わ

れ
た
文
化
展
に
、
町
内
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
文
化
財
を
展
示

す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
昨
年

に
引
き
続
き
私
が
展
示
を
担
当

し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
の
テ
ー
マ
は

『
縄
文
時
代
の
石
器
を
み
て
み

よ
う
！
』
に
し
ま
し
た
。
信
濃

町
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
旧
石
器

時
代
の
遺
跡
が
有
名
で
す
が
、

縄
文
時
代
の
遺
跡
も
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
縄
文

時
代
の
「
石せ
っ
き器
」
を
展
示
し
ま

し
た
。
石
器
は
石
を
素
材
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
道
具
の
こ
と
で

す
。
信
濃
町
の
縄
文
時
代
の
遺

跡
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
石
器
が

出
土
し
て
い
て
、
特
に
旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ
の
石
器

の
移
り
変
わ
る
頃
の
石
器
が
多

く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
が
始
ま
っ
た
頃

に
は
槍や
り

の
先
に
付
け
て
い
た

と
さ
れ
る
先
端
の
と
が
っ
た

「
石せ
き

槍そ
う

」
が
使
わ
れ
、
次
に
柄え

に
装
着
す
る
た
め
に
舌ぜ
つ

と
よ

ば
れ
る
突
起
を
持
っ
た
「
有ゆ
う

舌ぜ
つ
せ
ん
と
う
き

尖
頭
器
」が
使
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
弓
矢
の
先
に
装
着
し

て
い
た
と
さ
れ
る
三
角
形
で
小

さ
い
「
石せ
き

鏃ぞ
く

」
が
出
現
し
ま
す
。

今
回
は
こ
の
3
種
類
の

石
器
を
展
示
し
、
縄
文

時
代
の
石
器
の
変
遷
を

見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
石
器
の

展
示
に
挑
戦
し
ま
し
た

が
、
石
器
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
日
々

新
し
い
こ
と
を
吸
収
し

な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

	

（
中
山
雅
士
）

ナウマンゾウ親子像見学

いもり池の植物観察

地層を観察

展示のようす

氷
河
時
代
た
ん
け
ん
隊
２
０
２
３
の
報
告

地
域
お
こ
し
協
力
隊
中
山
の
活
動
報
告

文
化
展
に
出
展
し
ま
し
た
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氷
河
時
代
案
内
人
を
対
象
と

し
た
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の

令
和
5
年
度
第
2
回
、
第
3
回

を
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
お

こ
な
い
ま
し
た
。
2
回
の
講
座

で
は
、
妙
高
戸
隠
連
山
国
立
公

園
内
を
歩
い
て
楽
し
む
た
め
に

設
定
さ
れ
た
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル

の
コ
ー
ス
で
あ
る
「
あ
ま
と
み

ト
レ
イ
ル
」
の
一
部
を
歩
い
て

信
濃
町
の
自
然
や
歴
史
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

第
2
回

10
月
1
日
（
日
）
は
8
名
が

参
加
し
、
近
藤
館
長
の
案
内
で

博
物
館
か
ら
野
尻
湖
に
流
れ
込

む
伝
九
郎
用
水
を
上
流
に
た
ど

り
、
野
尻
の
清
明
台
入
口
ま
で

向
か
う
約
4
㎞
の
ル
ー
ト
を
歩

き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
野
尻
湖
に
行
き
、

7
万
年
前
に
湖
が
誕
生
し
て
か

ら
大
地
の
変
動
に
よ
っ
て
、
現

在
の
形
に
な
る
ま
で
の
歴
史
を

学
び
ま
し
た
。

野
田
英
夫
の
碑
や
伝
九
郎
神

社
を
見
学
し
て
か
ら
、
丘
陵
を

伝
九
郎
用
水
に
沿
っ
て
歩
き
、

池
尻
川
低
地
に
広
が
る
ソ
バ
畑

を
眺
め
な
が
ら
、
低
地
に
ま
で

湖
が
広
が
っ
た
時
代
に
思
い
を

は
せ
ま
し
た
。
最
後
に
六
月
地

区
の
地
層
を
観
察
し
、
大
地
の

生
い
立
ち
が
地
層
に
残
さ
れ
て

い
る
火
山
灰
層
や
断
層
な
ど
を

観
察
し
、
博
物
館
ま
で
戻
り
ま

し
た
。

曇
天
の
中
で
し
た
が
、
野
尻

湖
と
そ
の
周
辺
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
大
地
の
動
き
と
歴
史
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

第
3
回

11
月
3
日
（
金
）
は
11
名
が

参
加
し
、
水
穴
側
の
野
尻
湖
畔

の
東
屋
か
ら
荒
瀬
原
の
斑
尾
山

登
山
道
入
口
付
近
ま
で
約
4
㎞

を
歩
き
ま
し
た
。

飯
山
へ
つ
な
が
る
道
と
し
て

古
く
か
ら
使
わ
れ
て
い
た
場
所

で
、
柴
津
集
落
で
は
道
路
沿
い

に
姫
の
泣
き
石
や
割
ヶ
嶽
城

跡
、
称
名
寺
の
石
の
鐘
、
ス
ル

ス
ギ
分
校
の
跡
な
ど
歴
史
を
伝

え
る
見
ど
こ
ろ
に
立
ち
寄
り
ま

し
た
。

ま
た
こ
の
周
辺
は
数
万
年

前
に
は
湖
が
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
場
所
で
も
あ
り
、

古こ
ふ
る
ま

古
間
湖こ

と
呼
ば
れ
る
湖
と
、

斑
尾
山
と
同
じ
く
数
十
万
年
前

に
噴
火
し
て
い
た
城
山
や
薬
師

岳
の
地
形
か
ら
大
地
の
生
い
立

ち
を
考
え
ま
し
た
。

秋
晴
れ
の
も
と
、
紅
葉
も
楽

し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

下記の日程で、ふたご座流星群観望会を開催します。参加希

望の方は、当日の午後５時までに野尻湖ナウマンゾウ博物館

（026-258-2090）までご連絡ください。天気が悪く観望でき

ない場合には中止します。かなり寒くなりますので、寒さ対策

は十分しておいでください。

日時　12月14日（木）午後８時から 　

場所　地域交流施設（古間支館）駐車場

10
月
14
日
（
土
）
に
第
11
回

博
物
館
サ
ー
ク
ル
交
流
会
を
開

催
し
、
信
濃
町
星
空
研
究
会
、

信
濃
町
コ
ケ
の
会
、
野
尻
湖
水

草
復
元
研
究
会
、
シ
ナ
ノ
キ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
6
名
の
方
に

参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

最
初
に
、
シ
ナ
ノ
キ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
方
を
講
師
に
学
習

会
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
シ
ナ

ノ
キ
の
表
皮
か
ら
は
丈
夫
な
繊

維
が
取
れ
る
の
で
、
昔
か
ら
編

み
物
や
織
物
、
綱
な
ど
の
材

料
と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
信
濃
の
国
名
の
語
源
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
シ
ナ
ノ
キ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
み
な
さ
ん
は

シ
ナ
ノ
キ
の
伐
採
か
ら
は
じ
ま

り
、
い
ろ
い
ろ
な
工
程
を
経
て

繊
維
に
し
、
そ
れ
を
編
ん
だ
り

し
て
カ
ゴ
な
ど
の
製
作
を
お
こ

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国

で
シ
ナ
ノ
キ
が
使
用
さ
れ
て
い

る
土
地
を
訪
ね
た
り
、
民
俗
例

な
ど
を
調
べ
た
り
し
て
い
て
、

そ
う
い
っ
た
興
味
深
い
活
動
の

お
話
を
、
シ
ナ
ノ
キ
の
繊
維
の

実
物
を
見
せ
て
い
た
だ
き
な
が

ら
詳
し
く
聴
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら

こ
れ
ま
で
の
活
動
報
告
と
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

野尻湖ナウマンゾウ博物館は冬期も開館しています。

下記の期間は休館となりますので、ご注意ください。また臨

時休館する場合がございますので、事前に博物館ウェブサイト

または電話でご確認ください。お客様がいない間は暖房を止め

ている場合があり、展示室内は寒いことがありますので、暖か

い服装でお越しください。

開館時間　９:00 ～ 17:00（最終入場16:30）

休 館 日　令和５年12月29日（金）～令和６年１月３日（水）

　　　　　令和６年１月31日（水）、２月29日（木）

お問い合わせ先　野尻湖ナウマンゾウ博物館　☎（258）2090

池尻川低地を歩く

姫の泣き石

スルスギ分校の跡

氷
河
時
代
案
内
人
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
の
報
告

あ
ま
と
み
ト
レ
イ
ル
を
歩
く

博
物
館
サ
ー
ク
ル
交
流
会
の
報
告

信濃町星空研究会

ふたご座流星群観望会のお知らせ

冬期も見学できます

～ 　 M 　 U 　 S 　 E 　 U 　 M 　 ～

10
月
8
日
（
日
）、9
日
（
月
）

に
野
尻
湖
発
掘
調
査
団
と
共
催

で
行
事
「
氷
河
時
代
た
ん
け
ん

隊
」
を
お
こ
な
い
、
45
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

「
さ
ぁ
行
こ
う
！
氷
河
時
代

へ
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
だ
！
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
野
尻
湖
の
周
辺

や
斑
尾
高
原
、
妙
高
山
ろ
く
で

活
動
し
ま
し
た
。
企
画
は
信
州

大
学
教
育
学
部
の
学
生
を
中
心

に
お
こ
な
わ
れ
、
当
日
は
3
班

に
分
か
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
学
生

が
班
長
と
な
り
、
野
尻
湖
発
掘

調
査
団
の
メ
ン
バ
ー
と
と
も
に

参
加
者
を
案
内
し
ま
し
た
。

1
日
目
は
午
後
か
ら
、
野
尻

湖
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
と
し

て
、
野
尻
湖
発
掘
地
、
ナ
ウ
マ

ン
ゾ
ウ
親
子
像
、
博
物
館
を
巡

り
、
野
尻
湖
発
掘
や
氷
河
時
代

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。ま
た
、

野
尻
湖
発
掘
地
の
地
層
を
保
存

し
た
標
本
の
観
察
や
、
野
尻
湖

発
掘
を
テ
ー
マ
に
作
ら
れ
た
カ

ル
タ
に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
の
後

は
、
飯
山
高
校
自
然
科
学
部
と

長
野
西
高
校
天
文
・
生
物
班
の

皆
さ
ん
の
発
表
が
あ
り
、
部
活

動
・
班
活
動
で
お
こ
な
っ
て
い

る
生
物
の
実
験
や
地
層
の
調
査

の
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
天
文
や
野
尻

湖
に
ま
つ
わ
る
ク
イ
ズ
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
、
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
た
。

2
日
目
は
、
初
め
に
妙
高
の

い
も
り
池
に
向
か
い
、
周
辺
の

植
物
を
観
察
し
ま
し
た
。
あ
い

に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
氷

河
時
代
の
野
尻
湖
を
思
わ
せ
る

ハ
ン
ノ
キ
林
の
中
の
遊
歩
道
を

歩
き
ま
し
た
。
妙
高
高
原
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
た

後
、
斑
尾
山
ろ
く
に
移
動
し
、

林
道
沿
い
の
地
層
が
見
ら
れ
る

場
所
へ
行
き
、
飯
縄
山
、
黒
姫

山
、
妙
高
山
が
噴
火
し
た
時
の

火
山
灰
、
遠
く
四
国
、
九
州
か

ら
飛
ん
で
き
た
火
山
灰
な
ど
が

何
層
も
積
み
重
な
る
様
子
を
観

察
し
ま
し
た
。

博
物
館
に
戻
り
、昼
食
後
に
、

泥
炭
か
ら
昆
虫
や
植
物
化
石
を

探
す
体
験
と
、
採
取
し
た
火
山

灰
を
洗
っ
て
中
に
含
ま
れ
る
き

れ
い
な
鉱
物
を
観
察
す
る
体
験

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

色
々
な
世
代
の
方
が
交
流

し
、
野
尻
湖
発
掘
の
成
果
を
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
学
び
、
氷

河
時
代
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

【
参
加
者
の
感
想
】

・
昆
虫
の
化
石
を
さ
が
し
て
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
い
も

り
池
で
い
ろ
ん
な
植
物
を
知

れ
て
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　

	

（
小
学
生
）

・
山
の
地
形
の
変
遷
や
、
野
尻

湖
の
成
り
立
ち
を
歩
き
な
が

ら
知
る
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
で
す
。	

（
一
般
）

11
月
11
日
（
土
）
か
ら
12
日

（
日
）
に
信
濃
町
地
域
交
流
施

設
（
古
間
支
館
）
で
お
こ
な
わ

れ
た
文
化
展
に
、
町
内
の
遺
跡

か
ら
出
土
し
た
文
化
財
を
展
示

す
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
昨
年

に
引
き
続
き
私
が
展
示
を
担
当

し
ま
し
た
。

今
回
の
展
示
の
テ
ー
マ
は

『
縄
文
時
代
の
石
器
を
み
て
み

よ
う
！
』
に
し
ま
し
た
。
信
濃

町
は
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
や
旧
石
器

時
代
の
遺
跡
が
有
名
で
す
が
、

縄
文
時
代
の
遺
跡
も
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
縄
文

時
代
の
「
石せ
っ
き器
」
を
展
示
し
ま

し
た
。
石
器
は
石
を
素
材
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
道
具
の
こ
と
で

す
。
信
濃
町
の
縄
文
時
代
の
遺

跡
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
石
器
が

出
土
し
て
い
て
、
特
に
旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
へ
の
石
器

の
移
り
変
わ
る
頃
の
石
器
が
多

く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
が
始
ま
っ
た
頃

に
は
槍や
り

の
先
に
付
け
て
い
た

と
さ
れ
る
先
端
の
と
が
っ
た

「
石せ
き

槍そ
う

」
が
使
わ
れ
、
次
に
柄え

に
装
着
す
る
た
め
に
舌ぜ
つ

と
よ

ば
れ
る
突
起
を
持
っ
た
「
有ゆ
う

舌ぜ
つ
せ
ん
と
う
き

尖
頭
器
」が
使
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
弓
矢
の
先
に
装
着
し

て
い
た
と
さ
れ
る
三
角
形
で
小

さ
い
「
石せ
き

鏃ぞ
く

」
が
出
現
し
ま
す
。

今
回
は
こ
の
3
種
類
の

石
器
を
展
示
し
、
縄
文

時
代
の
石
器
の
変
遷
を

見
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
回
初
め
て
石
器
の

展
示
に
挑
戦
し
ま
し
た

が
、
石
器
に
つ
い
て
は

ま
だ
ま
だ
勉
強
す
る
こ

と
が
多
い
で
す
。
日
々

新
し
い
こ
と
を
吸
収
し

な
が
ら
頑
張
り
ま
す
。

	

（
中
山
雅
士
）

ナウマンゾウ親子像見学

いもり池の植物観察

地層を観察

展示のようす

氷
河
時
代
た
ん
け
ん
隊
２
０
２
３
の
報
告

地
域
お
こ
し
協
力
隊
中
山
の
活
動
報
告

文
化
展
に
出
展
し
ま
し
た
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毎週火曜日は、時間外窓口受付を行います

Living information

暮らしの情報
2023

問長野シルバー人材センター ☎（２３７）８３１５

問産業観光課 農林畜産係 ☎（２５５）３１１３

SHINANO  2023.12.1 22

12

求む !空き家情報

若者定住促進のため、空き家情報を募集し
ています。家を貸したい方、空き家をご存
知の方は、下記までご連絡ください。

問総務課 まちづくり企画係 ☎（255）1007

12月5日 /12日 /19日 /26日
午後5時15分～午後7時まで 【祝日除く】
◉税金･各種料金の支払い（※要納付書）
◉住民票／所得証明／戸籍関係の証明

　印鑑証明の発行／マイナンバー手続き　
※内容によっては発行できない場合もあります。
※�通常業務日と異なり、転入・転出等の異動届受付、一般的な相談業
務などは行っていません。

問総務課 まちづくり企画係 ☎（255）1007

　長野シルバー人材センターでは、新規会員を募集するため、入会説明会を開催します。入会説明会への出席
を希望される方は、電話予約が必要となりますので、長野シルバー人材センターへご連絡ください。

■日時　　1 月 25 日（木）　午後 1 時 30 分から
■会場　　信濃町総合会館　1 階教室
■対象者　信濃町在住で 60 歳以上の健康な方
　　　　　※事前に長野シルバー人材センターへご連絡いただいた方に、入会申込み書類をお送りします。

　10 年後自分の農地や地域の風景はどうなっているのでしょうか。農地を将来に向けて守り続けていくため、
農業者や地域の皆さんと一緒になって意見を出し合い「地域計画」をつくります。各地区で地域計画の検討会
を開催しますので、農業者や地域の皆さんの参加をお願いします。
■地域計画とは
　高齢化や人口減少により、農業者の減少や荒廃農地の拡大が見込まれる中、地域の農業の 10 年後のあり方
を示すものです。大切な農地を将来に引き継ぐために、誰が、どのように農地を利用するかを農地ごとに明確
化した「目標地図」を示す計画です。
■検討会の内容
　・地域の現状と課題を整理します。
　・10 年後「耕作ができる農地」を誰が耕作するのかを考え、農地の未来図を作成します。

○野尻地区の検討会日程　　　※柏原・古間・富士里地区の検討会日程は１月以降の広報でお知らせします。
日程 時間 対象地区 会場

12 月14 日（木） 午後 6 時 30 分～ 野尻・六月・本道地区 野尻湖支館
12 月16 日（土） 午前 9 時 30 分～ 古海区 古海集会所
12 月16 日（土） 午後１時 30 分～ 菅川区 菅川集会所
12 月16 日（土） 午前 9 時 30 分～ 熊坂区 熊坂生活改善センター
12 月16 日（土） 午後１時 30 分～ 山桑・駒爪・高沢地区 山桑生活改善センター

入会説明会を開催します　　- 長野シルバー人材センターからのお知らせ -

農業・農地を守っていく「地域計画」をつくります



生ごみ処理機器購入費補助の申請受付中！

火の取扱いには十分注意しましょう

よい年末をお過ごしください

冬も森へ !

問住民福祉課環境係
☎（255）592412月資源物収集

13日水 容器包装プラスチック 27日水 容器包装プラスチック

SHINANO  2023.12.123

　冬の森は非日常のファンタジーの世界。真っ白の丸みに満ちた雪原や

斜面での尻滑りなどワクワクする楽しみがたくさんです。

1 月から 3 月までスノーシューでの森歩きを予定しています。

■ 1 月

アファンの森へ

黒姫高原 御鹿池コースなど検討中

■ 2 月以降

積雪量次第でロングコースを検討中

来月以降、広報誌にてお知らせします。

お楽しみに。

ひとときの会からのお知らせ

「スノーシュー(西洋かんじき)ハイク」
で雪の森を楽しみましょう♬

お問い合わせは、商工観光・癒しの森係 ☎（255）3114 へご連絡ください。

1予防接種小児科外来（予約制）   信越病院
毎週月～金／受付13:30～14:00�
※希望日の4日前までに予約してください。
※予防接種は一般外来でも承りますが、そ
の場合も予約が必要です。

2乳児健診（4・7・10か月児）   地域交流施設
12月21日木／受付：12：30～12：45（7・10
か月児）／12：45～13：00（4か月児）
  4か月児／対象：令和5年7月生
  7か月児／対象：令和5年4月・5月生
10か月児／対象：令和5年1月生

3幼児健診（1歳半・3歳児）　  地域交流施設
12月6日水／受付：12：30～12：45
1歳半児／対象：令和4年4・5月生
　3歳児／対象：令和2年10・11月生

4こころの健康相談　　　　 保健センター
12月14日木／15:00～17:00
※3日前までに予約してください。

5断酒会   　　　　　　　　       総合会館
12月27日水／18：00～19：00／お酒をやめ
られない方、断酒を続けている方、ご家族の
方のお酒についての相談、学習　

6よろず相談　　　   木育ルームなかよし
12月4日月／10：00～11：30　子育ての相談

7母乳相談　　　      木育ルームなかよし
12 月4日月/6 日水/11日月/13 日水/19 日
火/20日水/25日月/27日水
9:00 ～ 13:00/ 母乳育児の相談、乳房マッ
サージ、体重測定
※1日4組の予約制で行います。詳しくは、
子育て支援サイトをご覧ください。

8お誕生日会　　　　木育ルームなかよし
12月生まれのお子さんがいる方は事前に
ご連絡ください。

9発達相談　　　 　  木育ルームなかよし
※ホームページ等をご確認ください。

◆木育ルームなかよしの絵本について
木育ルームなかよしには約1,200冊の絵本が
あります。１人１回３冊まで貸し出しができ
ますので、ぜひ、ご利用ください。詳しくは、
ホームページをご覧ください。

▶問い合わせ先
1信越病院小児科外来 ☎(255)3100
2～6保健予防係 ☎(255)3112
78なかよし相談員☎090(4382)6832
9教育委員会事務局 ☎(255)5923

ながの環境エネルギーセンター年末年始受入日
12 月 27 日～ 29 日 午前・午後受入れ
12 月 30 日 午前受入れ
午前 8 時 30 分～午前 11 時 30 分、午後 1 時～午後 4 時 30 分
※ 12 月 31 日、1 月 1 日～ 3 日は受入れできません

火の用心
▪信濃町消防団年末警戒
　12月 28 日木～ 30日土
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た
し
の夢

ケーキ屋さんになりたい

わたしのゆめは、ケーキ屋さんになることです。わた
しは、ショートケーキやモンブランなどのケーキが

好きです。大好きなケーキをみんなにも食べてもらい、
おいしいなと思ってほしいので、ケーキ屋さんになりた
いと思っています。ケーキ屋さんになるために、おうち
でもケーキ作りの練習をたくさんして、おいしいケーキ
を作れるようにがんばりたいです。わたしがケーキ屋
さんを開いたら、ショートケーキやモンブラン、タルト
など、たくさんの種類のケーキを作りたいと思います。
みなさんぜひ食べに来てください。

信
濃
小
中
学
校
１
年
１
組
　
藤ふ

じ
も
と本
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未
来
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町の将来像

※カッコ内は前月との比較

人口 7,689 人 (-13)　男 3,813 人 (-8)　女 3,876 人 (-5)　世帯数 3,338 世帯 (+5)　10 月 31日現在

◆
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、広
報
担

当
の
あ
り
え
で
す
。

　
私
、パ
ス
タ
が
大
好
き
な
ん
で

す
け
ど
、最
近
、自
分
で
作
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、ペ

ペ
ロ
ン
チ
ー
ニ
ョ
で
す
。
パ
ス
タ

の
基
本
だ
と
テ
レ
ビ
で
誰
か
が

言
っ
て
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

具
材
は
、多
く
な
い
ん
で
す
け

ど
、意
外
と
難
し
い
で
す
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、忙
し
く
て
、

禁
断
の
果
実「
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
」

に
手
を
出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

混
ぜ
る
だ
け
な
の
に
自
分
で
が
ん

ば
っ
て
作
っ
た
パ
ス
タ
よ
り
圧
倒

的
に
お
い
し
い
ん
で
す
よ
。
少
し

心
が
折
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
く
だ
ら
な
い
編
集
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記

を
書
い
て
る
う
ち
に
年
末
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
去
年
に
比
べ

て
私
は
成
長
し
た
の
で
し
ょ
う

か
。
ま
あ
、パ
ス
タ
作
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
成
長
し
て
ま
す
よ

ね
。皆
さ
ん
良
い
お
年
を
！
私
は
、

年
末
年
始
で
パ
ス
タ
を
上
手
に
作

れ
る
よ
う
修
行
し
ま
す
。
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え
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